
 

我孫子市第四次総合計画前期基本計画の修正について 

 

 

４－５ 交流・関係人口の拡大 

 手賀沼をはじめとする地域資源を活用し、多くの人々に親しまれる環境づくりを進め

ます。 

 

■施策の展開内容 

交流・関係人口の拡大を図るため、市内外の人に、本市に魅力を感じ愛着を持って

もらえるよう、市民活動団体や事業者などと連携して、手賀沼周辺環境をはじめ、自

然、鳥、文化、芸術など近隣地域にはない我孫子ならではの地域資源の活用と磨き上

げを行います。 

 

■現状と課題 

●市や市民と多様な形で継続的に関わる人を指す「関係人口」は、地域を活性化する

存在として期待されています。観光に訪れる「交流人口」だけでなく「関係人口」も

拡大できるよう、市民や事業者など民間の力を活用し、地域資源の魅力の発掘と情

報発信を図る必要があります。 

●市内には、市のシンボルである手賀沼をはじめ、古利根沼、利根川などの水辺に代

表される豊かな自然や、白樺派ゆかりの地などの文化遺産があり、大きな魅力とな

っています。これらの地域資源を最大限に活かして、交流・関係人口を拡大してい

く必要があります。 

 

■主な取組 

観光資源の活用による地域の活性化 

●手賀沼を中心としたさまざまな地域資源を活かして、市内外から多くの人が訪れ親

しんでもらえるよう、手賀沼花火大会をはじめとするイベントの開催や誘客に寄与

する環境づくりに努めていきます。 

●「人と鳥の共存をめざして」をテーマに、ジャパンバードフェスティバルを開催し、

環境保護を考える機会を提供するとともに、国内最大級の鳥の祭典としてその情報

を発信し、自然環境の大切さをアピールしていきます。 

●手賀沼親水広場・水の館では、水環境保全の啓発を進めるとともに、手賀沼の魅力

を高めるさまざまなイベントの開催を通して、地域の活性化やにぎわいの創出を図

っていきます。 

●高野山新田エリアの豊かな自然環境と調和する景観作物を栽培するとともに、観光

農園などの整備について検討していきます。 

●誰もが安全で快適に手賀沼の水辺に親しめるよう、手賀沼遊歩道の利用促進を図っ

ていきます。 

第四次総合計画前期基本計画のうち、「基本目標４－５ 交流・関係人口の拡大」について、次のと

おり加筆しました。（裏面・網掛け太字箇所） 
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●千葉県、柏市、印西市と連携して水面を含めた手賀沼・手賀川周辺の観光資源を活

用するとともに、常磐線・成田線沿線の自治体や大学などと連携して広域で地域資

源を活用することで魅力向上を図ります。 

●我孫子駅と手賀沼公園を結ぶ公園坂通りが、まちのにぎわいを生むシンボルロード

となるよう検討を進めます。 

●五本松公園周辺地域の魅力向上を図るため、公園とふれあいキャンプ場など周辺施

設との一体的な活用について検討していきます。 

●多くの人が訪れ、市の魅力を知ってもらえるよう、手賀沼とその周辺でのスポーツ

イベントの開催やアウトドアアクティビティの普及を推進します。 

 

観光情報の発信 

●多くの人に繰り返し訪れてもらえるよう、自然や歴史・文化をはじめとする市の魅

力や観光情報をさまざまな方法で効果的に発信していきます。 

 


